
皆
さ
ん
結
核
と
い
う
病
気
は
知
っ
て

い
ま
す
か
。高
齢
者
の
方
々
な
ら
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す
が
、今
の
若
い
世
代
で
は

知
ら
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

　結
核
は
、明
治
時
代
か
ら
昭
和
20
年
代

ま
で「
国
民
病
」「
亡
国
病
」と
恐
れ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。か
の
有
名
な
歌
人
、正
岡

子
規
や
小
説
家
の
樋
口
一
葉
な
ど
も
こ

の
病
気
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、医
療
が
進
歩
し
栄
養
状
態
や
生
活
水

準
が
良
く
な
る
に
連
れ「
亡
国
病
」か
ら

「
薬
を
飲
め
ば
治
る
病
気
」に
な
り
、死
亡

数
も
激
減
し
ま
し
た
。１
９
８
０
年
代
に

な
っ
て
、高
ま
ん
延
時
代
に
感
染
し
た

人
々
が
高
齢
化
し
発
病
す
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、結
核
罹
患
率
が
鈍
化
し
ま

し
た
。１
９
９
９
年
に
は「
結
核
緊
急
事

態
宣
言
」が
発
せ
ら
れ
、そ
の
後
罹
患
率

は
低
下
し
ま
し
た
。

し
か
し
、現
代
に
お
い
て
世
の
中
の
結

核
へ
の
関
心
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
や
、

大
半
を
占
め
る
高
齢
の
患
者
さ
ん
は
典

型
的
な
症
状
が
な
い
た
め
に
発
見
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
、し
ば
し
ば
集
団
感
染

や
予
後
不
良
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。加
え

て
近
年
で
は
、若
年
者
を
中
心
に
外
国
出

生
患
者
の
占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い

ま
す
。日
本
で
は
、今
で
も
１
万
人
以
上

が
結
核
を
発
症
し
て
い
ま
す
。２
０
２
１

年
は
新
規
登
録
患
者
が
１
万
１
千
５
１

９
人
、罹
患
率
は
人
口
10
万
人
当
た
り

９
・
２
人
、死
亡
者
数
が
１
千
８
５
４
人
、

死
亡
率
は
人
口
10
万
人
当
た
り
１
・
５

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。先
進
国
で
は
、２

０
１
９
年
の
デ
ー
タ
で
す
が
、10
万
人
当

た
り
の
罹
患
率
が
、ア
メ
リ
カ
は
３
人
、

ド
イ
ツ
は
５
・
８
人
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
６
・
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

発
展
途
上
国
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
５

４
４
人
、イ
ン
ド
ネ
シ
は
ア
３
１
２
人
で
、

先
進
国
と
比
べ
て
多
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
先
進
国
と
比
較
す
る
と
、ま
だ

ま
だ
多
い
状
況
に
あ
り
、制
圧
に
向
け
て

引
き
続
き
努
力
が
必
要
で
す
。

結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に
炎
症
が

起
き
る
病
気
で
す
。肺
以
外
に
も
病
気
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。肺
に
炎

症
が
起
き
た
場
合
は
、最
初
は
風
邪
に
似

た
症
状
で
始
ま
り
ま
す
。次
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
場
合
に
は
早
め
に
呼
吸

器
専
門
医
、も
し
く
は
か
か
り
つ
け
医
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。特
に
高
齢
者
は
、症

状
が
出
な
く
て
も
毎
年
、胸
部
Ｘ
線
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 

・
痰
の
か
ら
む
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、微
熱
、身
体
の
だ
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週
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以
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る
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体
重
が
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と
な
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食
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、近
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、寝
汗
を
か
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。
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・
結
核
高
ま
ん
延
国
か
ら
来
た
外
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出
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菌
を
出
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て
い
る
肺
結
核
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者
の
咳

や
く
し
ゃ
み
な
ど
の「
し
ぶ
き
」と
い
っ

し
ょ
に
結
核
菌
が
空
気
中
に
飛
び
散
り
、

そ
れ
を
周
り
の
人
が
直
接
吸
い
込
む
こ

と
で
人
か
ら
人
に
う
つ
り
ま
す
。こ
れ
を

空
気
感
染
と
言
い
ま
す
。

感
染
し
て
も
全
て
の
人
が
発
病
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。健
康
で
あ
れ
ば
、

多
く
は
免
疫
の
働
き
に
よ
っ
て
結
核
菌

を
抑
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

加
齢
や
病
気
な
ど
で
免
疫
力
が
落
ち

る
と
、抑
え
込
ま
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た
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核
菌
が
再

び
活
動
を
は
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め
、発
病
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

感
染
し
て
も
発
病
し
て
い
な
い「
潜
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性
結
核
感
染
症
」の
人
は
、抗
結
核
薬
を

３
か
月
か
ら
６
か
月
間
飲
む
こ
と
で
発
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を
予
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で
き
ま
す
。

子
ど
も
に
は
B
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が
有
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で

す
。抵
抗
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の
弱
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ち
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は
、結
核

に
感
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る
と
重
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に
な
り
や
す
く
、予
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に
は
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が
有
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で
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。自
治

体
か
ら
の
案
内
に
従
い
生
後
５
か
月
か

ら
８
か
月
の
間
に
受
け
ま
し
ょ
う
。成
人

は
、健
康
的
な
生
活
が
免
疫
力
を
高
め
、

結
核
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。早
期
発

見
が
重
症
化
を
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ぎ
、周
囲
へ
の
感
染
予

防
に
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な
が
り
ま
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の
で
、次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
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な
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動
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の
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に
結
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菌
が
い
る
と
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さ
せ
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、菌
が
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く
な
る
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で
指
定
医
療
機
関
に
入
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が
必
要
と
な

り
ま
す
。

逆
に
感
染
の
恐
れ
が
な
い
患
者
さ
ん

は
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来
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と
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り
ま
す
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療
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と
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は
、抗
結
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を
６
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か
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９
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の
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者
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に
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は
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れ
以

上
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合
あ
り
）毎
日
確
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に
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用
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こ
と
で
治
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ま
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。

し
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し
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が
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ら
と

い
っ
て
治
療
の
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中
で
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を
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て
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菌
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た
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状
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始
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す
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の
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に
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に
は
早
め
に
呼
吸

器
専
門
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り
つ
け
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に
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ょ
う
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に
高
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者
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、症

状
が
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く
て
も
毎
年
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線
検
査

を
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け
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ら
む
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が
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週
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と
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に
従
い
生
後
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で
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関
に
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が
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要
と
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。

逆
に
感
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の
恐
れ
が
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い
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来
治
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と
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す
。治
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内
容
と
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を
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月
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に
よ
っ
て
は
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場
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）毎
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用
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が
無
く
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
治
療
の
途
中
で
服
薬
を
や
め
て

し
ま
う
と
菌
が
抵
抗
力
を
つ
け
、薬
が
効

か
な
い
結
核
菌
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
、

治
療
が
長
引
き
ま
す
。

治
療
終
了
ま
で
確
実
に
服
薬
が
行
わ
れ

る
よ
う
、入
院
中
か
ら
退
院
後
も
医
療
機

関
と
保
健
所
が
協
力
し
て
服
薬
の
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

結
核
は
指
定
感
染
症
の
た
め
、治
療
費

用
は
、保
健
所
に
届
け
出
を
す
る
こ
と
で

公
費
負
担
が
受
け
ら
れ
ま
す
。治
療
を
含

め
結
核
に
関
す
る
ご
心
配
な
ど
は
管
轄

の
保
健
所
で
あ
る
厚
木
保
健
福
祉
事
務

所（
☎
０
４
６（
２
２
４
）１
１
１
１
）へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
世
界
の
結
核
を

な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係

☎（
２
８
８
）３
８
６
１

結
核
は
予
防
で
き
ま
す
か
？

結
核
は
治
り
ま
す
か
？

問

こんにちは、煤ヶ谷診療所の渡邊です。
今年の8月お盆の時期はかなり発熱外来の患者さ
んが増えましたので、発熱外来受診の仕方について
お話しします。
ワクチン接種の効果もあってか、重症化して肺炎
症状を起こされる方はかなり少なく、大多数の方が
風邪症状で受診されます。
発熱外来受診の際には、直接来院せず事前にお電
話で症状についてご相談ください。時間帯を分けて
ご案内しているのは、狭い待合室で風邪症状の方と
一般診療の方が混在しないようにするためです。

いつも飲んでいるお薬が欲しい場合でも、風邪症
状があるときは先にご連絡ください。
また、受診する前にご自身でCOVID-19検査キッ
トを使ってみてください。薬局などで購入すること
が可能です。受診前に陽性が判明している場合は室
外での診察となります。
高齢の方、心臓や肺、腎臓に持病がある方、BMIが

30を超える方にCOVID-19感染症に対するお薬を処
方することがあります。これはリスクの高い方の重症
化を予防するためであって、全員に処方するわけでは
ありません。そのお薬は院外処方となるため、取り扱
いのある薬局へ取りに行っていただくことになります
のでご承知おきください。特にリスクのない方には、
対症療法として一般的なお薬を処方します。
発熱外来受診の仕方については、皆さんとスタッ
フを守るためです。スタッフの感染により診療所の
機能が停止すると、みなさんのお薬を出せなくなっ
てしまいます。どうぞご理解とご協力の程よろしく
お願いいたします。

県立煤ヶ谷診療所　☎（288）1352

発熱外来について

煤ヶ谷診療所
釜田医師
煤ヶ谷診療所
渡邊医師

11 診療所だより



問

皆
さ
ん
結
核
と
い
う
病
気
は
知
っ
て

い
ま
す
か
。高
齢
者
の
方
々
な
ら
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す
が
、今
の
若
い
世
代
で
は

知
ら
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

　結
核
は
、明
治
時
代
か
ら
昭
和
20
年
代

ま
で「
国
民
病
」「
亡
国
病
」と
恐
れ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。か
の
有
名
な
歌
人
、正
岡

子
規
や
小
説
家
の
樋
口
一
葉
な
ど
も
こ

の
病
気
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。し
か

し
、医
療
が
進
歩
し
栄
養
状
態
や
生
活
水

準
が
良
く
な
る
に
連
れ「
亡
国
病
」か
ら

「
薬
を
飲
め
ば
治
る
病
気
」に
な
り
、死
亡

数
も
激
減
し
ま
し
た
。１
９
８
０
年
代
に

な
っ
て
、高
ま
ん
延
時
代
に
感
染
し
た

人
々
が
高
齢
化
し
発
病
す
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、結
核
罹
患
率
が
鈍
化
し
ま

し
た
。１
９
９
９
年
に
は「
結
核
緊
急
事

態
宣
言
」が
発
せ
ら
れ
、そ
の
後
罹
患
率

は
低
下
し
ま
し
た
。

し
か
し
、現
代
に
お
い
て
世
の
中
の
結

核
へ
の
関
心
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
や
、

大
半
を
占
め
る
高
齢
の
患
者
さ
ん
は
典

型
的
な
症
状
が
な
い
た
め
に
発
見
が
遅

れ
る
こ
と
が
あ
り
、し
ば
し
ば
集
団
感
染

や
予
後
不
良
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。加
え

て
近
年
で
は
、若
年
者
を
中
心
に
外
国
出

生
患
者
の
占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い

ま
す
。日
本
で
は
、今
で
も
１
万
人
以
上

が
結
核
を
発
症
し
て
い
ま
す
。２
０
２
１

年
は
新
規
登
録
患
者
が
１
万
１
千
５
１

９
人
、罹
患
率
は
人
口
10
万
人
当
た
り

９
・
２
人
、死
亡
者
数
が
１
千
８
５
４
人
、

死
亡
率
は
人
口
10
万
人
当
た
り
１
・
５

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。先
進
国
で
は
、２

０
１
９
年
の
デ
ー
タ
で
す
が
、10
万
人
当

た
り
の
罹
患
率
が
、ア
メ
リ
カ
は
３
人
、

ド
イ
ツ
は
５
・
８
人
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

は
６
・
９
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

発
展
途
上
国
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
５

４
４
人
、イ
ン
ド
ネ
シ
は
ア
３
１
２
人
で
、

先
進
国
と
比
べ
て
多
い
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

日
本
は
先
進
国
と
比
較
す
る
と
、ま
だ

ま
だ
多
い
状
況
に
あ
り
、制
圧
に
向
け
て

引
き
続
き
努
力
が
必
要
で
す
。

結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に
炎
症
が

起
き
る
病
気
で
す
。肺
以
外
に
も
病
気
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。肺
に
炎

症
が
起
き
た
場
合
は
、最
初
は
風
邪
に
似

た
症
状
で
始
ま
り
ま
す
。次
の
い
ず
れ
か

に
当
て
は
ま
る
場
合
に
は
早
め
に
呼
吸

器
専
門
医
、も
し
く
は
か
か
り
つ
け
医
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
。特
に
高
齢
者
は
、症

状
が
出
な
く
て
も
毎
年
、胸
部
Ｘ
線
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

 

・
痰
の
か
ら
む
咳
、微
熱
、身
体
の
だ
る

　さ
が
２
週
間
以
上
続
い
て
い
る
。

 

・
体
重
が
減
っ
て
き
た
、な
ん
と
な
く
食

　欲
が
な
い
、近
頃
、寝
汗
を
か
い
て
い
る
。

※

結
核
に
な
り
や
す
い
人

 

・
喫
煙
習
慣
が
あ
る
人

 

・
糖
尿
病
の
人

 

・
H
I
V
感
染
者
や
免
疫
の
弱
い
人

 

・
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

 

・
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
を
使
用
し
て

　い
る
人

 

・
胃
潰
瘍
、胃
の
手
術
を
し
た
人

 

・
結
核
高
ま
ん
延
国
か
ら
来
た
外
国
出

　生
者

菌
を
出
し
て
い
る
肺
結
核
患
者
の
咳

や
く
し
ゃ
み
な
ど
の「
し
ぶ
き
」と
い
っ

し
ょ
に
結
核
菌
が
空
気
中
に
飛
び
散
り
、

そ
れ
を
周
り
の
人
が
直
接
吸
い
込
む
こ

と
で
人
か
ら
人
に
う
つ
り
ま
す
。こ
れ
を

空
気
感
染
と
言
い
ま
す
。

感
染
し
て
も
全
て
の
人
が
発
病
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。健
康
で
あ
れ
ば
、

多
く
は
免
疫
の
働
き
に
よ
っ
て
結
核
菌

を
抑
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

加
齢
や
病
気
な
ど
で
免
疫
力
が
落
ち

る
と
、抑
え
込
ま
れ
て
い
た
結
核
菌
が
再

び
活
動
を
は
じ
め
、発
病
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

感
染
し
て
も
発
病
し
て
い
な
い「
潜
在

性
結
核
感
染
症
」の
人
は
、抗
結
核
薬
を

３
か
月
か
ら
６
か
月
間
飲
む
こ
と
で
発

病
を
予
防
で
き
ま
す
。

子
ど
も
に
は
B
C
G
接
種
が
有
効
で

す
。抵
抗
力
の
弱
い
赤
ち
ゃ
ん
は
、結
核

に
感
染
す
る
と
重
症
に
な
り
や
す
く
、予

防
に
は
B
C
G
接
種
が
有
効
で
す
。自
治

体
か
ら
の
案
内
に
従
い
生
後
５
か
月
か

ら
８
か
月
の
間
に
受
け
ま
し
ょ
う
。成
人

は
、健
康
的
な
生
活
が
免
疫
力
を
高
め
、

結
核
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。早
期
発

見
が
重
症
化
を
防
ぎ
、周
囲
へ
の
感
染
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

 

・
適
度
な
運
動

 

・
十
分
な
睡
眠

 

・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

 

・
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

 

・
定
期
的
な
健
診

痰
に
結
核
菌
が
い
る
と
、感
染
さ
せ
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、菌
が
出
な
く
な
る
ま

で
指
定
医
療
機
関
に
入
院
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

逆
に
感
染
の
恐
れ
が
な
い
患
者
さ
ん

は
外
来
治
療
と
な
り
ま
す
。治
療
内
容
と

し
て
は
、抗
結
核
薬
を
６
か
月
か
ら
９
か

月
の
間（
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以

上
か
か
る
場
合
あ
り
）毎
日
確
実
に
服
用

す
る
こ
と
で
治
り
ま
す
。

し
か
し
、症
状
が
無
く
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
治
療
の
途
中
で
服
薬
を
や
め
て

し
ま
う
と
菌
が
抵
抗
力
を
つ
け
、薬
が
効

か
な
い
結
核
菌
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
、

治
療
が
長
引
き
ま
す
。

治
療
終
了
ま
で
確
実
に
服
薬
が
行
わ
れ

る
よ
う
、入
院
中
か
ら
退
院
後
も
医
療
機

関
と
保
健
所
が
協
力
し
て
服
薬
の
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

結
核
は
指
定
感
染
症
の
た
め
、治
療
費

用
は
、保
健
所
に
届
け
出
を
す
る
こ
と
で

公
費
負
担
が
受
け
ら
れ
ま
す
。治
療
を
含

め
結
核
に
関
す
る
ご
心
配
な
ど
は
管
轄

の
保
健
所
で
あ
る
厚
木
保
健
福
祉
事
務

所（
☎
０
４
６（
２
２
４
）１
１
１
１
）へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
協
力
し
て
世
界
の
結
核
を

な
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

子
育
て
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係

☎（
２
８
８
）３
８
６
１

結
核
は
予
防
で
き
ま
す
か
？

結
核
は
治
り
ま
す
か
？

問

こんにちは、煤ヶ谷診療所の渡邊です。
今年の8月お盆の時期はかなり発熱外来の患者さ
んが増えましたので、発熱外来受診の仕方について
お話しします。
ワクチン接種の効果もあってか、重症化して肺炎
症状を起こされる方はかなり少なく、大多数の方が
風邪症状で受診されます。
発熱外来受診の際には、直接来院せず事前にお電
話で症状についてご相談ください。時間帯を分けて
ご案内しているのは、狭い待合室で風邪症状の方と
一般診療の方が混在しないようにするためです。

いつも飲んでいるお薬が欲しい場合でも、風邪症
状があるときは先にご連絡ください。
また、受診する前にご自身でCOVID-19検査キッ
トを使ってみてください。薬局などで購入すること
が可能です。受診前に陽性が判明している場合は室
外での診察となります。
高齢の方、心臓や肺、腎臓に持病がある方、BMIが

30を超える方にCOVID-19感染症に対するお薬を処
方することがあります。これはリスクの高い方の重症
化を予防するためであって、全員に処方するわけでは
ありません。そのお薬は院外処方となるため、取り扱
いのある薬局へ取りに行っていただくことになります
のでご承知おきください。特にリスクのない方には、
対症療法として一般的なお薬を処方します。
発熱外来受診の仕方については、皆さんとスタッ
フを守るためです。スタッフの感染により診療所の
機能が停止すると、みなさんのお薬を出せなくなっ
てしまいます。どうぞご理解とご協力の程よろしく
お願いいたします。

県立煤ヶ谷診療所　☎（288）1352

発熱外来について

煤ヶ谷診療所
釜田医師

煤ヶ谷診療所
渡邊医師

11 診療所だより


